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巻◆頭◆言

勢いのある者が目まぐるしく変わる、ジェットコースター
に乗っているような速い上昇、落下を肌で感じる衆議院議
員総選挙が終わった。与党の大勝の結果、政府の経済財政
諮問会議、未来投資会議、規制改革推進会議なども本格的
に議論を再開した。
技術革新のニーズは、追い詰められている者にとっては
るかに大きい。今回、立憲民主党がとったインスタ映えす
る映像を活用したインパクトは、飛躍の決め手の一つになっ
たのではないか。インスタグラムやツイッターなどの新し
いコミュニケーションプラットフォームは、過去のツール
とは比べられない大きな威力を有している。
日本には多くの島が存在している。国土地理院や海上保
安庁などによって島の定義が異なっているが、3,300〜
6,500程度である。鹿児島県の県政ビジョン策定有識者委
員会の委員を引き受け、増田寛也元岩手県知事の座長の下、
議論に参加した。鹿児島は南北600kmの豊かな自然に恵
まれ、個性豊かな有人離島26島（全国第４位）を有する離島
県である。一方、ご多分に漏れず人口減の傾向が続き、
1955年には204万人だった人口が2015年の国勢調査では
約164万人へと40万人減少。今後、2040年にはさらに20％
の減少が見込まれる。高齢化率は29.4％から37.5％へと増

え、2.6人に１人が高齢者になると推計されている（65歳以
上を高齢者とする定義は再考する必要はあると思うが）。
肉用牛・豚の生産は日本一、ブロイラーは第２位。国際
バルク戦略港湾である志布志港からの木材輸出量は第１位。
ブリやカンパチの養殖の出荷量も第１位であることを考え
ると、第一次産業の活性化、成長産業化、グローバル化、
ICT化は地方創生の要であろう。中でも、豊かな自然環境
を現代風に活用するためには、インスタ映えする観光スポッ
トにWi-Fi環境を整備することが不可欠である。また、イ
ンターネットを活用して高等教育が受けられれば中学卒業
後、島を離れる必要はない。高校や大学を卒業後、島外の
企業に就職しなくても世界中の人々を顧客にすれば、自然
溢れる島に住みながら個性豊かな「商品」や「サービス」を
提供できるビジネスが可能になる時代でもある。発想を転
換し、インバウンドの観光客に不便・不利な条件を希少価
値としてアピールすれば、インスタグラムだけではなく、
体験ブログのストーリー性も一段と増すはずだ。
日本社会を取り巻く安売り志向、「良いものを安く」は限
界を超えると、自慢の商品やサービスを絶滅させてしまう。
条件不利を発想の転換と技術革新の鍵として戦略活用し、
経済合理性を超えた感動あふれる日本創造へ貢献したい。
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条件不利を希少価値へ

今月の表紙：シリーズ世界の花
【ガーベラ】
南アフリカを原産地とし、アジアやアフリカに広く分
布するキク科の多年草です。日本には明治時代に渡来
し、現在でも鉢植え、切り花などで親しまれています。
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